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高精度レイヤ1遅延マネジメント技術
ナノ秒精度の遅延測定・調整により高頻度金融取引などに

おける通信遅延制御を可能にします
#顧客体験価値向上

従来のレイヤ1遅延マネジメント技術はマイクロ秒
精度の性能であり、コンピュータ間通信の遅延制御
を行うには不十分でした。

ナノ秒精度の遅延測定・調整により、高頻度金融取
引などのコンピュータ間通信のユースケースにおい
ても通信遅延制御が可能になります。

NTT独自の遅延測定・遅延調整技術を新たに確立し、ナノ秒精
度の遅延測定による適応遅延補償をインサービスで実現

従来技術では人対人の通信を対象としており、マイクロ秒精度
で十分
提案技術によりコンピュータ間通信にも適用可能なナノ秒精度
の遅延測定・遅延調整を実現

情報通信業分野において、高頻度金融取引などのコンピュータ間通信のユースケースにおいてナノ秒精度の通信遅延制御を提供可能
（技術確立予定時期：2025年）

出展社＝日本電信電話株式会社

問い合わせ先URL

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=401&param03=D04-04
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